
 

 

 

 長野県初開催の全国都市緑化フェア「信州花フェスタ 2019」を受けて、都市緑化や景観形成の活動に盛

り上がりを見せています。フェスタに向けて、国営アルプスあづみの公園近隣での植栽活動を推進している

浅川隆さん（安曇野市景観住民協定連絡会会長）にお聞きしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       5/22（水）議会報告会 13 時半～19 時～ 

         豊科学習センター「きぼう」 

        ぜひご参加いただき、市政や議会に対する 

        ご意見をお聞かせください！ 

       5/３０（木）全員協議会、同 6/27（木） 

       6/2（日）第 5 回信州安曇野ハーフマラソン 

       6/4（火）～28（金）6 月議会 

        一般質問は 6/17（月）～19（水）です。 

        ぜひ傍聴にお越しください！ 

       6/22（土）14 時～パリテ・カフェ＠信州 

             上田市「犀の角」 

 

 

 

 

 

 

 

長い冬を越え、あぜ道に顔を出した土筆やよもぎ、美しい花々に心が 

癒される季節がやってきました。別れと出会いのこの季節に、新たな環境

に船出をする皆さまにエールを送ります。5月には元号が「平成」から「令

和」へと変わります。日本の古典「万葉集」からの引用とのこと、私たち

の祖先が大切にしてきた心や生活の原点を見つめ直し、持続可能な社会の

仕組みを整え、希望が見いだせる時代にしたいものです。温かな絆に守ら

れて、誰もが自分らしく生きられる社会を私たちの手で創っていきましょ

う。引き続き、どうぞよろしくお願い致します。 

 

「安曇野、よいまちつくろう」 

安曇野の課題を深掘りし、発信します。今回は地域の総会等でのあいさつなどから。 

 

「猿害対策」 … ３月６日、農業委員会主催で、猿の生態と有効な対策を学ぶ勉強会が開かれ、

農業関係者以外にも、市民など１００名を超える参加があり、関心の高さが窺えました。近年西山

山麓では「猿害」が顕著で、農作物被害のほか、人家への侵入被害などもあり、深刻です。広域電

気柵の設置には地域ごとの課題があって十分進められないこともあり、追い払いや緩衝帯（バッフ

ァーゾーン）設置などの対策も必要です。先日、青森県では猿に追いかけられた学童が交通事故に

遭うという痛ましい事故がありました。多くの方が関わって対策を考え、改善できればと思います。 

 

「穂高駅歩行者通路に電灯設置」 … 市民の方からのご要望で市に働きかけ、穂高駅西側に通じ

る歩行者通路に電灯が設置されました。夜は真っ暗で防犯上の問題を抱え、通学・通勤で毎日多く

の方が利用するにもかかわらず、通路周辺は鉄道会社と市の敷地にまたがっており、改善の意見が

上がりにくい場所でした。今回声をあげて頂いたおかげで動けました。「自分が困っていることは

他の人も困ること」。不便に思ったことを見過ごさずお声かけください。 

 

「男女共同参画の推進に関して」 … 「政治分野における男女共

同参画の推進に関する法律」が施行されて初めての統一地方選挙。

「女性議員を増やすには」「議員のなり手不足」が話題となり、第

２回パリテ・カフェ＠信州を安曇野で開催した縁で、テレビ・新聞

から取材を受けました。多様な意見を反映する議会になるために

も、若手、女性などの政治参画は欠かせません。 

次回「パリテ・カフェ＠信州」は、6 月 22 日（土）14 時～上田市

の「犀の角（さいのつの）」で開催されます。 

 

Q1. どんな活動をしていますか？ 

 ☞ 景観住民協定地域である、堀金扇町、岩原、塚原、牧に、穂高

上原も加わり、花フェスタに向けて公園までの沿道や山麓線を花で飾ろ

うという趣旨で植栽活動しています。安曇野市合併前から、豊科を始め

各地区で景観形成の活動がありましたが、その延長線での活動です。 

Q2. どんな思いで活動に取り組んでいますか？ 

 ☞ 地元の結び付けを強めること、そして全国から来訪される観光客の

皆さまを「おもてなし」の心でお迎えしたいという気持ちです。部署を超えて

連携しサポートしてくれた安曇野市の関係者にも大いに感謝しています。 

Q3. 今後の展望はどうですか？ 

☞ 地区をまたがっての今回の活動はとても意味が深いと思います。地

域の横の結び付きを強めて、お互いのことをよく知り、例えば猿害対策な

ど、それぞれの地域が抱える同じような課題を共有して「大切にしたい、ふ

るさと安曇野」に向けて活動を共にできれば、安曇野はもっと元気になる

のではないか、そんな風に思います。 

（2019(令和元)年 5月 1日発行） 

安曇野で活動 インタビュー 

          活動風景 

 

ごあいさつ 
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発行 小林ようこ後援会  安曇野市穂高 8108 番地 TEL 0263-82-6090 

e-mail yoko@sunnydayazumino.com 

URL http://www.sunnydayazumino.com/ Facebook「小林ようこを応援しよう」 

４ 

活動予定（2019/5～6） 
地域の記憶  『烏川女子学生水難事故』 

 明治 45 年（1912 年）4 月 24 日、東穂高尋常小学校

の女子生徒４人が、遠足帰りの自由解散後に近道を

しようとして烏川に流され亡くなりました。前日の雨や

雪解け水で増水していたためでした。現場近くの穂高

墓地公園内に昭和７年（1932 年）に建立された哀悼

碑（当時の文部大臣鳩山一郎揮毫）があります。地元

宗徳寺ご住職の呼び掛けで毎年行う慰霊祭。今年の

慰霊祭(4 月 20 日)では、小学生が周辺のゴミ拾いを

し、昭和 7 年に望月國俊氏が作詞し、近年に長瀬博

先生が曲をつけた哀悼歌を捧げ、私もフルート演奏さ

せて頂きました。身近な場所で起こった悲しい水難事

故の記憶と教訓を忘れぬよう、後世に伝えていかなけ

ればならないと思います。 

 

1/26に安曇野で開催された 

パリテ・カフェ＠信州の様子 


